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授業における取組み

『一年次セミナー102』（2単位）

• 全学共通必修科目

• 1年生1,670名がクラス単位で受講

• クラス担任が科目を担当
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『一年次セミナー』のテキスト
第1章～第11章で構成。

第11章「市民としての社会参加」

大学生にとって社会参加とは何か、

それによってどのような「学び」が期待

できるかを考えさせている。
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第11章の構成
1. 大学生は社会人ではない？

2. 社会への参加とは？

3. ボランティアという社会参加

4. 大学地域連携の活動

5. 社会参加をした後に

6. 社会参加は「学び」の機会
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４．大学地域連携の活動に関連して
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自治体との連携協定締結
• 北海道弟子屈町
• 山形県山形市
• 福島県玉川村
• 東京都町田市
• 静岡県下田市
• 和歌山県古座川町
• 鹿児島県南さつま市
• 沖縄県久米島町



大学地域連携における学生の取組み例

• 北海道弟子屈町
• 小学校英語活動支援

• 北海道森町
• 小学校英語活動支援
• 小学校国語科活動支援

• 福島県玉川村
• 特産品である「さるなし」ジュース・ワインのパッケージデザイン

作成
• 村のPRビデオ制作
• 低所得者層の子どもたちの学修支援
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大学地域連携における学生の取組み例

• 静岡県下田市
• 黒船祭におけるイベント支援
• 小学校英語活動支援
• 低所得者層の子どもたちの学修支援

• 東京都町田市
• 小学校英語活動支援

• 沖縄県久米島町
• 観光振興に関する課題調査、解決策の提案
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授業における取組み

『政治学』（選択：2単位）
• 全学共通のUniversity Standard科目

• 学生たちが政治に関心を持ち、
「自分たちの一票から政治が始まる」、
「政治は主権者一人ひとりの身近な問題として
跳ね返ってくる存在である」
ということを改めて確認させている。
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授業における取組み

『ボランティア概論』（選択：2単位）
• 全学共通のUniversity Standard科目

• ボランティア活動の理念・歴史
• ボランティア活動の実際
• ボランティア活動を支える機能や役割
• 現代社会におけるボランティアの意義と課題
• 多様な形でのボランティア活動
• 実践から学ぶ意味
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授業外における取組み（１）
日 時：平成28年5月10日（火）17:00～18:30

対 象：大学1～4年生、K-12（高学年生） 340名参加

内 容：参院選を前にした若手衆議院議員によるシンポジウム
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テーマ：「18歳選挙権と参院選」

パネラー：
自民党 福田達夫氏
公明党 遠山清彦氏
民進党 木内孝胤氏
共産党 辰巳孝太郎氏

コーディネーター：
篠原文也氏（政治解説者・
中央教育審議会委員）
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授業外における取組み（２）
日 時：令和元年6月5日（水）17：00～18：30

対 象：大学1年生・高等部11・12年生 約320名参加

内 容：卒業生の現役国会議員によるシンポジウム
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テーマ：「2019年 参議院選挙に向
けて、どう主権者意識をもつべきか」
パネラー：

自民党 小此木八郎氏
自民党 丹羽秀樹氏
国民民主党

羽田雄一郎氏
国民民主党

田名部匡代氏

コーディネーター：
篠原文也氏
（政治解説者・文部科学省

主権者教育推進会議座長）
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